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子どもの想像力を高めましょう
NEWSLETTER FOR OUR STUDENTS....

　当校はゴールデンウィークに伴い以下の日程で休校となりま
す。

　【休校期間】4月29日(日)~5月6日(日)

　毎週金曜日と日曜日は定休となっており、レッスンはございま
せん。休校日にメールや留守番電話等でご連絡を頂きました場
合、お返事は翌営業日以降にさせて頂きますのでご了承下さい。

　ご不便をお掛けしますが何卒よろしくお願い致します。

　カフェスペースやテラスは待合場所としてご利用頂
けます。しかしながら隣接の教室やレッスンスペース
では授業を開催しておりますので、会話を含め大きな
音を立てることや匂いの強い食品等のお持ち込み、教
室の覗き込み及びお立ち入りはご遠慮下さいますよう
お願い致します。
　また、テラス内を走り回ったり、テーブルやイス、
柱に登ることもございませんようご注意をお願いしま
す。未就学の生徒様、ごきょうだい様がカフェやテラ
スをご利用の場合、必ず保護者様がお付き添い下さ
い。ご理解、ご協力のほど何卒よろしくお願い致しま
す。

Parking Lot
駐車場のご利用について

　駐車場はご送迎のお車で大変混雑致します。恐れ入りますがお
子様が駐車場を走り回ったり、車止めの石を使って遊ぶことがご
ざいませんようくれぐれもご注意下さい。安全な環境づくりのた
めご理解、ご協力のほど何卒よろしくお願い致します。

　子どもたちは目の前でどんどん成長し
ていきます。脳も進化するばかりで絶え
ずさまざまなことを問いかけてきます
が、彼らを取り巻く世界への好奇心や想
像力を育てるにはどうしたらいいでしょ
うか？私たち親は、どうやったら楽しま
せながら物事を子どもたちに教えられる
でしょう？

【お互いのストーリーを伝え合う】
　夜の読み聞かせは楽しいものですが、
色々ごちゃ混ぜにして自分たちのオリジ
ナルストーリーを作ってみてはいかがで
しょう？子どもたちの創造力を促し、夜
の日課にしっかり関わっているのだと実
感させてあげましょう。皆さんのなさる
べきことは子どもたちを導き、いつもと
は異なる方法で頭を使うよう励ますこと
です。物語の中で次に何が起きるか、子
どもたちと順番に考えましょう。質問も
してあげて下さい。お姫様は次にどこへ
向かうでしょう？ガムドロップの雨は
降っていますか？どうなるかの最終決定
権は子どもにあげて下さいね。

【実は教育的でいて、そうとは感じさせ
ないようなゲームをする】
　皆さんは息子や娘に自分で後片付けが

できるようになってほしいですか？子ど
もが全てのものを箱に戻すのにどれくら
いの時間が掛かるか、タイマーを用意し
てテストしてみましょう。全部を一箇所
に集めたり、おもちゃ箱や本棚に戻すべ
きものを分別したりと目標を作ってあげ
ましょう。しっかり応援して、終わった
らご褒美もあげて下さい。抱きしめてあ
げるようなシンプルなもので構いませ
ん。複雑だったり大げさなゲームである
必要はないので、前向きに楽しめるよう
なものにしてあげましょう。掃除の習慣
が身に付きますし、自分でどうしたらい
いのか子どもたちが学ぶことができます
よ。

【それが何か尋ねる】
　皆さんはすでに人参の色や、空から降
る水滴を何と呼ぶかご存知ですよね。子
どもたちがそうしたことを尋ねてきた
時、ただ答える代わりに質問をし返して
みて下さい。何て呼ぶと思う？牛はどん
なふうに鳴くかな？思考を促し、正しい
答えにたどり着くまで時間が掛かっても
諦めないで下さい。たとえ子どもが間
違っても、叱ったりしないで下さいね。
笑ってあげましょう！自分の頭の中を冒
険するよう促し、答えを見つける手伝い

をしてあげます。代わりに答えるような
ことは決してせずに、常に前向きな姿勢
で向き合って下さい。

【新しいものを見たり聞いたりする】
　もし皆さんが子どもたちを毎回同じ公
園に連れて行ったり、同じルートを通っ
て犬の散歩をしているのであれば、学べ
ることは限られていきます。いつも同じ
ものばかり見ていたら、質問することも
止めてしまうかもしれません。時には新
しい公園や、新しいお友達のところへ連
れて行ってあげましょう。思考を刺激
し、身の回りのことに好奇心を抱くよう
後押しします。目新しい環境に馴染むよ
う手助けし、新しいものは怖くないこと
を教えてあげて下さい。

　家の中でも外でも、子どもたちは常に
さまざまな環境に触れ続ける必要があり
ます。日々の活動に自分が大いに関わっ
ているのだと子どもたちが自覚できるよ
う手助けしてあげましょう。掃除の時に
目標を作ったように、行動に理由を与え
て下さい。どんなことも遊びを交え、学
ぶことが楽しいと思えるようにしてあげ
ましょうね。

　　パスクアル・ブラム


